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形容詞の音便形   
坪 井 美 樹  
0．はじめに  
形容詞の音便形の成立については，従来次のようなことが指摘されている。  
（1）連用形り音便と連体形イ音便は発生とその一般化（注1）に時間差がある。   
①連用形り音便は平安時代中期（10世紀）以降一般化する。（桜井1966a，b）  
（塾連体形イ音便は鎌倉時代初期（13世紀）以降一般化する。（桜井1966a，b）   
③ただし，文献上の徴証から見ると，連体形イ音便の例の方が連用形り音便  
の例よりも早くから見られる。（築鳥1969）  
（2）連用形り音便には，語によって音便化に遅速の差があり，その遅速の差は   
次のようである。  




b，築島1969，甲斐197釦   
④書記者によって文献内部での音便化率に差が生じる。（甲斐1978）  
（3）連体形イ音便には次の様な特徴が見られる。   
①平安初期の例としては「～コ（子。女性名）」「～コト」「～カナ」のよう  
に特定の語と結合する場合に音便形が見られる。（築島1969）   
②平安和文では連体法の場合に限られ，後接する体言は形式体言（コト，モ  
ノ，ヤウ，ホド）が多い。（木之下1958）   































事実，更には，連用形り音便化率が，シク活用で高く，ク活用で低い事実と柘   
形容詞の音便形  33  
び付け，  
連用形り音便は，「語幹と語尾の形態としての結合とその緊密化」（桜井1966  
b）を要因として，まずシタ活用における語尾シとクとの結合から発生し，   
ク音舌用にも及んだ。  























1992は次のように言う。   



























2．連用形り音便の発生   
形容詞連用形におけるり音便の発生を説明する考え方には，従来，  
（∋活用語尾となる接辞クと「語幹」との結合を表示するものとする説  
（診語幹末母音との連続による自然な発音推移によるものとする説   




























でであろう。   
事実として確かに②の北原説のように，平安和文資料こおいて上のような音  
便化率の分布が見られるものの，他の諸論考により音便化率に関わる下のよう  
な別の要因も指摘されている。   
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く場合から現われ始めると言う。   
形容詞の音便形   
深徴 クハシウス（周易抄 900年頃）  




貧 マヅシウして（守護囲界主陀羅尼経平安初中期点 900年頃）   
超 トホウシテ （漢書楊雄伝 950年頃）  
このようなサ変動詞との結合表示とも見られるり音便は，比較的初期の和文資  
料にも見られる。  
から（辛）うして （竹取物語，伊勢物語）   
















音便の一般化が不徹底であることである。後世に至っても，「Aは～く，Bは   
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～い」のような対比的な表現における連用中止法，「～くは」の条件法などに  










ナく ・才知よく，芸他に勝れられた仁体を，（492頁）  


















の種々の表現を説明・例示している。しかし，次の二箇所では，原形の形でそ   





‥ Fucaqutomo（深くとも）。  （197頁）  
○条件的接続法の現在  











ことに差し支えはないだろう。〕   
しかし，上のFキリシタン阪エソポ物語』に見られる，原形が使われる用法  
の中，〔対句的表現における連用中止法〕は，次のように音便形も同じ数ほど  




王ま ・家も昼i，間々も多いを見て，（473頁）  
・恩を忘るる者は冬i，仇を報ぜぬ者は稀な。（500頁）   
結局この連用中止法における原形と音便形は，明確な文法的機能分担ではなく，  
発話者によっていったんそこで発話が断止されるその語調の強弱を反映する程  
度の緩い使い分けによるのであろう。   
以上のように連用形り音便形ほ，完全に非音便形（原形）を駆逐して活用形   
坪 井 英 領  40  
化するまでに至っていない。音便形と非音便形（原形）との機能分担も動詞の  
ようにはっきりしていない。このことを押さえた上で今度は連体形イ音便につ  









トキコト＞トイコト ナキコト＞ナイコト 等   
（複合して一語化し品詞転成）  
ホシキママ＞ホシイママ ナキガシロ＞ナイガシロ 等   
（「子」を下接して女性名を表す）  
タカキコ＞タカイコ キヨキコ＞キヨイコ 等   
（終助詞カナを下接）  










生まれやすい形態であったと言えよう。   
そもそも，第1節で触れたように上代文献においては，連用修飾・連体修飾   
形容詞の音便形   
それぞれに次のような二様の型が見られる。  
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（語幹直接修飾）  
高行く，高山，太敷く，太柱…連体・連用無表示   
（有語尾修飾）  
高ク行く，太ク敷く…連用表示  





語幹直接修飾（高山）←有語尾音便形修飾（高い子）←有語尾原形修飾（高き山）   
（結合度）強  ←  中  ←  弱  
この音便形と非音便形が示す結合度の差は，修飾する形容詞と修飾される名  
詞との結合度であり，形容詞語幹と語尾自身の結合度の差ではない。   












に使われるようになったものとする。   




























（b）音声言語の上で二つの語の結合部の音節が弱く一続きに発音されることが   
































キの弱化した発音を母音イとして安定させる要因となっていたであろう。四段   
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動詞連用形に生じた音便も力行・ガ行動詞のイ音便から文献上に現われ始める  































方に立っている。しかし，既に見たように連用形り音便・連体形イ音便ともに   
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初期の例は語幹と語尾白身ではなく，形容詞と後援する語との結合を表示して  
いると考えられ，そもそも連体形イ音便の例は平安時代初期から見られるので  























連用形  終止形   
～ク  ～シ  
◆  
連用形  終止形   
～ウ  ～イ  
連体形   
～キ  
連体形   
～イ  
これが形容詞における一応の「活用形としての音便形」の成立と言えよう。   
































の非音便形と   
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